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一
、
は
じ
め
に
　
式
亭
三
馬
と
い
え
ば
質
量
兼
ね
備
え
た
江
戸
を
代
表
す
る
戯
作
者
で
あ
る
。
三
馬
は
と
り
わ
け
合
巻
を
多
く
執
筆
し
た
。
本
稿
で
扱
う
『
契
情
畸
人
伝
』（
文
化
十
四
〈
一
八
一
七
〉
年
刊
）
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。『
契
情
畸
人
伝
』
は
柳
川
重
信
画
、
森
屋
治
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
合
巻
で
、
五
巻
二
冊
、
吉
原
の
女
郎
を
主
人
公
と
し
た
全
十
二
話
の
短
編
か
ら
成
る
。
三
馬
と
し
て
は
比
較
的
後
期
の
作
品
で
あ
る
。
同
作
に
つ
い
て
、
早
く
本
田
康
雄
氏
が
『
式
亭
三
馬
の
文
芸
』（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
笠
間
書
院
）
に
て
「
第
二
話
は
「
近
世
江
都
著
聞
集
」
に
、
第
六
、
七
、
八
、
九
、
十
話
は
「
洞
房
語
園
」
に
同
種
の
話
が
あ
る
」
と
、
先
行
す
る
作
品
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
洞
房
語
園
」
は
、『
異
本
洞
房
語
園
』
を
指
す
。
　
本
稿
で
は
、
本
田
氏
の
指
摘
す
る
典
拠
を
再
検
討
し
、
三
馬
が
利
用
し
た
の
は
馬
場
文
耕
著
『
近
世
江
都
著
聞
集
』（
宝
暦
七
〈
一
七
五
七
〉
年
序
）
で
は
な
く
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
読
本
『
青
楼
奇
事 
烟
花
清
談
』（
以
下
、『
烟
花
清
談
』）
で
あ
る
こ
と
と
、
同
じ
く
典
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
随
筆
『
異
本
洞
房
語
園
』
に
つ
い
て
も
、
三
馬
旧
蔵
の
『
北
女
閭
起
原
』
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
二
、『
烟
花
清
談
』
と
『
北
女
閭
起
原
』
　
ま
ず
は
、『
烟
花
清
談
』
お
よ
び
『
北
女
閭
起
原
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
江
戸
を
代
表
す
る
板
元
だ
っ
た
蔦
屋
重
三
郎
の
出
板
活
動
は
吉
原
を
拠
点
に
し
て
始
ま
っ
た
た
め
、
初
期
の
出
板
物
の
多
く
は
吉
原
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
総
屋
利
兵
衛
と
相
板
で
刊
行
し
た
『
烟
花
清
談
』
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。『
烟
花
清
談
』
は
半
紙
本
五
巻
五
冊
の
読
本
で
、
吉
原
に
関
す
る
巷
説
や
怪
談
を
集
め
た
内
容
で
あ
る
。
作
者
の
葦
原
駿
守
中
は
、
鈴
木
俊
幸
氏
に
よ
れ
ば
吉
原
仲
の
町
引
手
茶
屋
の
駿
河
屋
市
右
衛
門
、
俳
号
魚
躍
と
さ
れ
る１
。
　
『
異
本
洞
房
語
園
』（
享
保
五
〈
一
七
二
〇
〉
年
序
）
は
、
吉
原
を
開
い
た
庄
司
甚
右
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
庄
司
勝
富
著
と
さ
れ
る
写
本
随
筆
で
あ
る
。
内
容
は
吉
原
開
基
の
経
緯
か
ら
廓
詞
の
解
説
、
女
郎
の
伝
説
等
、
多
岐
に
わ
た
　
式
亭
三
馬
『
契
情
畸
人
伝
』
の
典
拠
を
め
ぐ
る
一
考
察
長　
田　
和　
也
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る
。
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
２
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
、
吉
川
弘
文
館
）
解
題
に
お
い
て
向
井
信
夫
氏
は
『
異
本
洞
房
語
園
』
に
つ
い
て
、「
今
、
勝
富
の
自
筆
本
は
失
わ
れ
、
転
写
を
重
ね
た
精
粗
幾
多
の
写
本
の
み
が
流
通
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、『
北
女
閭
起
原
』
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ら
を
集
大
成
し
、
各
条
に
白
の
圏
点
を
附
し
、
そ
の
間
に
黒
点
を
冠
し
て
其
条
の
内
容
を
増
益
し
た
の
が
い
わ
ゆ
る
天
明
の
増
益
本
で
北
女
閭
起
原
の
名
を
も
っ
て
坊
間
に
写
本
で
流
通
し
た
」
と
位
置
付
け
て
、
そ
の
『
北
女
閭
起
原
』
の
諸
本
の
一
つ
と
し
て
、
三
馬
に
よ
る
増
補
が
随
所
に
確
認
出
来
る
旧
蔵
本
が
『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
第
一
冊
（
大
正
四
年
五
月
、
珍
書
刊
行
会
）
に
て
『
増
補
旧
本
洞
房
語
園
』
の
名
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
享
保
五
年
頃
の
成
立
以
降
、
転
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
増
補
削
除
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
『
異
本
洞
房
語
園
』
は
、
後
代
に
は
『
北
女
閭
起
原
』
と
題
を
変
え
て
流
通
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
烟
花
清
談
』
は
先
行
す
る
吉
原
に
関
す
る
逸
聞
を
摂
取
す
る
形
で
成
立
し
た
作
品
で
、
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
の
部
分
的
な
指
摘
は
既
に
さ
れ
て
い
る２
。
鈴
木
氏
は
本
書
の
性
格
を
「
多
分
に
趣
味
的
な
出
板
物
、
自
分
の
息
の
掛
か
っ
た
身
近
な
駆
け
出
し
の
本
屋
と
組
ん
だ
お
道
楽
」
と
定
義
し
つ
つ
も
、『
宴
遊
日
記
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
三
巻
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
、
三
一
書
房
）
巻
六
下
「
安
永
七
年
閏
七
月
十
二
日
」
に
「
昨
日
よ
り
烟
花
清
談
求
め
よ
む
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
当
時
の
読
者
に
柳
沢
米
翁
も
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る３
。
ま
た
、
他
の
作
品
に
与
え
た
影
響
と
し
て
は
「
吉
原
の
怪
談
を
扱
つ
た
安
永
九
年
刊
の
「
隣
壁
夜
話
」
な
ど
本
書
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
あ
ら
う
」
と
の
指
摘
も
あ
る４
。
　
一
方
で
、
文
化
期
に
お
い
て
も
『
烟
花
清
談
』
が
、
あ
る
程
度
知
識
人
や
戯
作
者
達
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
山
東
京
伝
『
近
世
奇
跡
考
』（
文
化
元
〈
一
八
〇
四
〉
年
刊
）
巻
之
四
ノ
三
「
高
尾
所
置
水
入
図
」
に
駿
河
屋
魚
躍
が
方
円
菴
得
器
に
贈
っ
た
高
尾
の
水
入
が
近
頃
某
氏
に
渡
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
「
魚
躍
は
烟
花
清
談
の
作
者
也
」
と
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
烟
花
清
談
』
は
京
伝
等
に
も
知
ら
れ
た
読
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
『
烟
花
清
談
』
は
吉
原
に
関
す
る
話
を
集
め
た
読
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
北
女
閭
起
原
』
の
諸
本
の
中
に
は
『
烟
花
清
談
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
も
確
認
出
来
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
『
北
里
日
記
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
丑
４
５
）
を
指
摘
し
た
い
。
同
書
は
、
外
題
の
「
北
里
日
記
」
が
書
名
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
内
題
は
「
北
女
閭
起
原
」
で
あ
る
。
題
簽
は
写
本
成
立
時
に
写
し
た
人
物
が
付
け
た
も
の
か
、
或
い
は
後
代
に
貼
付
け
ら
れ
た
も
の
か
判
断
し
か
ね
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
内
題
が
「
北
女
閭
起
原
」
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
他
の
『
北
女
閭
起
原
』
の
諸
本
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
た
め
、
同
書
は
『
北
女
閭
起
原
』
の
諸
本
の
中
の
一
つ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
「
東
武
風
瓠
坊
」
な
る
署
名
が
あ
る
序
末
に
、
年
記
「
于
時
享
和
二
年
壬
戌
年
立
冬
日
」
が
記
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
文
政
七
申
歳
皐
月　
竹
房
閑
人
写
之
／
原
書
錦
帆
楼
主
人
ヨ
リ
借
秘
巻
」
と
あ
る
。
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
成
立
し
た
本
文
を
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
写
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
文
政
七
年
の
年
記
以
降
も
増
補
さ
れ
た
記
述
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
は
写
し
た
人
物
に
よ
る
増
補
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
同
書
を
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る５
。
　
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
編
集
の
動
機
に
つ
い
て
、
序
文
に
よ
る
と
、
上
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方
は
「
郷
向
に
自
笑
と
い
へ
る
者
、
島
原
一
目
千
軒
、
新
町
澪
標
つ
く
し
と
云
へ
る
小
冊
を
撰
し
て
其
始
末
を
委
う
し
、
世
に
行
は
れ
て
不
朽
の
模
範
た
り
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
の
に
対
し
て６
、
吉
原
の
歴
史
を
記
し
た
書
物
は
無
く
、
た
だ
女
郎
屋
と
女
郎
の
名
前
だ
け
を
記
し
た
細
見
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
風
瓠
坊
自
身
が
編
集
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
の
矢
先
に
友
人
か
ら
『
異
本
洞
房
語
園
』
を
借
り
、
そ
れ
を
閲
し
て
以
降
増
補
を
決
意
す
る
ま
で
の
経
緯
を
記
し
た
部
分
を
序
文
か
ら
引
用
す
る
。
是
享
保
五
子
年
に
書
け
る
物
に
し
て
、
廓
開
闢
の
元
和
三
巳
年
よ
り
百
四
十
年
が
間
の
あ
ら
ま
し
な
が
ら
、
其
事
跡
十
に
一
、
二
を
知
る
べ
き
か
。
猶
其
後
享
保
年
中
よ
り
享
和
の
今
に
至
る
迄
百
年
が
間
の
事
跡
を
求
れ
共
、
記
し
置
け
る
物
も
な
く
、
唯
里
人
の
口
称
（
マ
マ
）に
の
み
有
て
、
衆
説
た
し
か
な
ら
ず
。
證
と
す
る
に
た
る
こ
と
な
く
、
且
世
に
印
板
せ
る
里
説
牽
合
（
マ
マ
）附
会
に
し
て
用
ひ
（
マ
マ
）難
く
、
故
に
止
む
こ
と
な
く
し
て
今
得
る
処
の
草
紙
を
證
と
て
、
副
に
予
が
聞
置
け
る
正
し
か
る
べ
き
説
を
補
益
し
て
北
女
閭
起
原
と
題
し
て
本
説
補
益
は
黒
白
の
圏
を
誌
し
て
分
ち
、
暫
く
世
人
の
目
を
洗
ふ
て
江
都
の
一
臂
を
挙
る
と
云
尓
。
　
風
瓠
坊
は
友
人
か
ら
借
り
た
『
異
本
洞
房
語
園
』
の
記
述
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
自
ら
増
補
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
享
和
年
間
当
時
手
に
入
る
「
草
紙
」
と
聞
き
書
き
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
し
て
成
立
し
た
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
に
は
、
風
瓠
坊
自
身
の
句
や
感
想
が
添
え
ら
れ
て
い
る
項
目
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
下
巻
に
『
烟
花
清
談
』
と
の
関
わ
り
が
見
出
せ
る
。
さ
て
又
、
因
に
い
ふ
。
煙
花
清
談
に
享
保
の
頃
、
京
町
二
丁
目
茗
荷
や
に
大
岸
云
遊
女
あ
り
。
活
気
な
る
も
の
に
て
、
物
（
マ
マ
）て
派
手
な
り
し
が
、
人
々
て
れ
ん
女
郎
と
云
け
る
よ
し
。
依
て
大
岸
常
に
下
着
白
む
く
上
着
は
白
繻
子
に
金
糸
を
以
て
卒
塔
婆
と
霊
天
蓋
を
縫
は
せ
て
着
し
。
又
、
提
灯
に
は
大
文
字
に
て
、
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
と
書
せ
た
り
し
と
か
云
々
。風
瓠
云
、
提
灯
に
か
く
書
せ
た
る
は
め
う
が
や
の
奥
州
な
り
と
世
も
つ
て
云
伝
へ
た
る
を
、
爰
に
大
岸
と
書
け
る
は
、
い
つ
れ
か
是
非
を
し
ら
ず
。
後
考
に
ま
か
す
。
　
風
瓠
坊
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
烟
花
清
談
』
巻
四
ノ
三
「
茗
荷
や
大
岸
以p
智
防p
誹
事
」
の
こ
と
で
あ
る
。
参
照
し
て
い
る
「
草
紙
」
の
中
の
一
つ
に
『
烟
花
清
談
』
も
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
記
述
か
ら
分
か
る
。
　
な
お
、
風
瓠
坊
の
述
べ
る
「
め
う
が
や
の
奥
州
」
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
に
、
次
の
よ
う
に
載
る
。
扨
此
奥
州
が
為p
持
た
る
挑
灯
は
、紋
を
付
ず
し
て
、か
な
の
文
字
に
て
、
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
と
書
て
、
中
之
町
揚
屋
町
へ
も
出
し
た
り
。
 
（『
燕
石
十
種
』
第
五
巻
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
、
中
央
公
論
社
）
　
風
瓠
坊
は
、
こ
の
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
と
『
烟
花
清
談
』
と
を
比
べ
て
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
決
め
か
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
奥
州
伝
と
『
烟
花
清
談
』
大
岸
伝
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
の
提
灯
に
つ
い
て
は
両
者
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上
着
に
卒
塔
婆
と
頭
蓋
骨
を
縫
わ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
大
岸
伝
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
大
岸
の
上
着
に
関
す
る
情
報
が
、『
吉
原
雑
話
』「
衣
服
の
事
」
に
お
け
る
奥
州
に
つ
い
て
の
記
事
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
及
川
季
江
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る７
。
つ
ま
り
、『
烟
花
清
談
』
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に
収
ま
る
大
岸
伝
は
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
奥
州
に
関
す
る
記
事
を
作
者
が
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
大
岸
と
い
う
名
前
そ
の
も
の
も
作
者
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
　
幽
霊
話
も
多
く
収
ま
る
『
烟
花
清
談
』
は
、
あ
く
ま
で
も
読
本
で
あ
り
、
考
証
随
筆
の
材
と
し
て
は
信
憑
性
に
欠
け
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
不
足
も
あ
っ
て
か
風
瓠
坊
は
比
較
的
入
手
し
や
す
い
『
烟
花
清
談
』
の
大
岸
伝
に
拠
っ
た
記
述
を
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
に
増
補
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
で
紹
介
し
た
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
の
他
に
も
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
北
女
閭
起
原
』（
請
求
記
号
Ｇ
２
６
│
１
３
４
２
）
や
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
北
女
閭
起
原
』（
請
求
記
号
１
２
４
│
１
６
５
│
１
）、
そ
し
て
後
述
す
る
三
馬
旧
蔵
の
『
北
女
閭
起
原
』
も
、
国
会
本
『
北
女
閭
起
原
』
と
同
じ
く
『
烟
花
清
談
』
及
び
大
岸
伝
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
本
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
刊
行
時
か
ら
時
代
が
下
っ
て
も
、『
北
女
閭
起
原
』
を
手
に
す
る
程
に
吉
原
に
関
心
の
あ
る
者
の
中
に
は
『
烟
花
清
談
』
を
読
む
者
が
い
た
。
そ
し
て
、
三
馬
も
そ
う
し
た
読
者
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
、
三
馬
旧
蔵
の
『
北
女
閭
起
原
』
　
『
北
女
閭
起
原
』
か
ら
の
影
響
は
、『
契
情
畸
人
伝
』
以
前
の
三
馬
作
品
か
ら
も
見
出
せ
る
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
序
文
で
三
馬
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る８
。
這この
稗さう
史し
は
世よ
に
流る
布ふ
す
る
小よみ
ほ
ん説
に
反はん
し
て
巻はじ
め首
に
繍すが
た
ゑ像
を
掲あら
は出
さ
ず
、
梨かぶ
き
や
く
し
や
園
子
弟
の
似にが
ほ貌
を
摸う
つ写
さ
ず
、
形かた
ち容
を
古こ
今こん
に
效なら
は
ず
、
専もつぱら
新しん
奇き
を
著あらはす
。
普あまねく
古こ
書しよ
を
探さぐりて
名めい
妓ぎ
の
伝でん
を
録ろく
し
、
婦ふ
女ぢよ
子し
の
玩
ぐ
は
ん
弄らう
に
備そな
へ
、
名な
は
近きん
世せい
畸き
人じん
伝でん
を
借かり
て
傾けい
城せい
畸き
人じん
伝でん
と
題だい
す
れ
ど
も
、
傾けい
城せい
の
文もん
字じ
を
忌いみ
て
し
ば
ら
く
契けい
情せい
の
俗ぞく
字じ
に
従したがふ
。
且かつ
文ぶん
体たい
の
俗ぞく
な
る
は
読よみ
易やす
く
解げし
易やす
か
ら
ん
事こと
を
思おも
へ
ば
な
り
。
　
伴
蒿
蹊
著
『
近
世
畸
人
伝
』（
寛
政
二
〈
一
七
九
〇
〉
年
刊
）
を
も
じ
っ
た
題
名
に
し
つ
つ
、「
普あまね
く
古こ
書しよ
を
探さぐり
て
」
婦
女
子
向
け
の
俗
に
く
だ
け
た
内
容
に
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
本
田
氏
が
『
契
情
畸
人
伝
』
の
典
拠
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
及
び
『
異
本
洞
房
語
園
』
の
三
馬
合
巻
へ
の
影
響
は
他
の
合
巻
に
も
見
ら
れ
る
。『
山
本
勝
山
髷
三
浦
兵
庫
結 
両
禿
対
仇
討
』（
文
化
五
〈
一
八
〇
八
〉
年
刊
）
の
序
文
に
て
三
馬
は
、
一
日
洞
房
語
園
を
閲
て
頓
に
此
小
説
を
編
り
。
深
見
十
左
衛
門
小
唄
八
兵
衛
等
の
実
伝
は
嚮
に
京
伝
子
奇
蹟
（
マ
マ
）考
に
挙
た
れ
ば
再
び
こ
ゝ
に
い
は
ず
、
山
本
勝
山
が
事
蹟
は
北
州
烈
女
伝
并
ニ
江
戸
著
聞
集
に
拠
れ
り
。
と
述
べ
て
い
る
。
　
本
田
氏
が
『
契
情
畸
人
伝
』
第
二
話
へ
の
影
響
作
と
し
て
挙
げ
る
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
の
奥
州
伝
は
、
そ
れ
以
前
の
合
巻
『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
（
文
化
六
〈
一
八
〇
九
〉
年
刊
）
に
茗
荷
屋
の
奥
州
と
い
う
女
郎
を
登
場
さ
せ
た
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
金
神
長
五
郎
の
侠
客
と
し
て
の
姿
が
描
か
れ
る
一
方
で
、
情
夫
蓬
萊
屋
亀
太
郎
へ
の
奥
州
の
貞
節
と
浪
人
横
嶋
強
右
衛
門
の
横
恋
慕
が
展
開
さ
れ
る
こ
の
合
巻
に
て
奥
州
は
、
揚あげ
屋や
張は
り
の
箱はこ
提てう
灯ちん
に
は
我わ
が
手
づ
か
ら
「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
と
筆ふで
太ぶと
に
記しる
し
付つ
け
、
名めい
筆ひつ
気き
性しやう
世
に
高たか
く
聞き
こ
え
け
り
と
描
写
さ
れ
る
。『
近
世
江
都
著
聞
集
』
の
奥
州
伝
と
共
通
す
る
設
定
で
あ
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、
三
馬
は
同
書
を
参
照
し
て
『
山
本
勝
山
髷
三
浦
兵
庫
結 
両
禿
対
仇
討
』
を
書
い
た
経
験
を
こ
こ
で
も
活
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
本
田
氏
は
『
契
情
畸
人
伝
』
執
筆
の
際
も
三
馬
は
同
様
に
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
お
よ
び
『
異
本
洞
房
語
園
』
を
参
照
し
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
北
女
閭
起
原
』
の
諸
本
の
中
に
、
三
馬
に
よ
る
増
補
が
随
所
に
確
認
出
来
る
旧
蔵
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
　
三
馬
旧
蔵
本
の
翻
刻
と
し
て
前
述
し
た
『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
第
一
冊
の
翻
刻
は
大
正
時
代
の
翻
刻
で
あ
る
上
に
底
本
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
「
原
本
の
伝
写
粗
笨
に
し
て
刊
行
に
際
し
困
難
少
か
ら
ず
即
ち
七
種
の
異
本
を
以
て
原
本
を
正
せ
る
に
」
と
諸
本
を
校
合
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
田
氏
は
こ
の
翻
刻
を
重
視
せ
ず
、
底
本
も
見
出
し
得
な
か
っ
た
た
め
に
、
別
の
『
異
本
洞
房
語
園
』
の
諸
本
か
、
或
い
は
そ
の
翻
刻
を
参
照
し
て
『
契
情
畸
人
伝
』
の
典
拠
を
指
摘
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
北
女
閭
起
原
』
四
巻
四
冊
（
請
求
記
号
ヲ
０
６
│
０
１
６
１
５
）
は
、
目
録
に
お
け
る
各
題
名
や
記
事
の
順
番
、
本
文
の
表
記
等
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
巻
数
の
一
致
や
三
馬
が
増
補
し
た
記
述
が
確
認
さ
れ
る
点
か
ら
、『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
の
底
本
、
も
し
く
は
そ
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
稿
中
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』）
を
三
馬
旧
蔵
本
の
底
本
と
し
、
引
用
す
る
。
　
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
の
本
文
中
に
は
「
文
化
当
時
」、「
文
化
の
今
」
と
い
う
文
言
や
、「
文
化
十
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
神
無
月
の
す
ゑ
つ
か
た
千
蔭
う
し
の
万
葉
集
略
解
の
稿
本
を
こ
と
あ
り
（
筆
者
注
、
原
文
マ
マ
。「
見
し
こ
と
あ
り
」
の
誤
写
か
）」
と
い
っ
た
日
記
風
の
記
述
が
見
ら
れ
、
書
入
れ
時
期
が
文
化
年
間
頃
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
入
れ
に
加
え
、『
式
亭
雑
記
』（『
続
燕
石
十
種
』
第
一
巻
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
中
央
公
論
社
か
ら
引
用
）
に
「
文
化
三
年
寅
の
春
三
月
四
日
、
芝
高
輪
牛
町
よ
り
出
火
の
を
り
か
ら
、
日
本
橋
十
九
文
横
町
の
寓
舎
も
類
焼
し
て
、
年
来
の
蔵
書
、
あ
ま
た
烏
有
と
な
り
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
け
れ
ば
三
馬
は
一
度
蔵
書
を
失
っ
た
後
の
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
頃
、
遅
く
と
も
『
山
本
勝
山
髷
三
浦
兵
庫
結 
両
禿
対
仇
討
』
を
刊
行
し
た
文
化
五
年
ま
で
に
は
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
を
写
し
て
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
降
の
三
馬
作
品
に
お
い
て
『
異
本
洞
房
語
園
』
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
際
に
は
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
に
改
め
て
注
目
す
る
と
、
奥
州
に
関
す
る
描
写
に
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。
奥
州
が
描
か
れ
た
口
絵
に
は
次
の
七
言
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
二
八
佳
人
巧
樣
粧　
　
二
八
の
佳
人　
様
粧
巧
み
な
り
洞
房
夜
夜
換
新
郎　
　
洞
房　
夜
夜　
新
郎
を
換
ふ
一
雙
玉
手
千
人
枕　
　
一
双
の
玉
手　
千
人
の
枕
半
點
朱
唇
萬
客
嘗　
　
半
点
の
朱
唇　
万
客
嘗
む
　
十
六
歳
の
妓
女
は
美
し
く
化
粧
を
施
し
、
部
屋
に
て
毎
夜
違
う
客
人
達
を
も
て
な
し
て
い
る
。
玉
の
よ
う
な
両
手
は
千
人
も
の
客
の
枕
と
な
り
、
紅
を
塗
っ
た
小
さ
い
唇
を
万
人
も
の
客
は
賞
味
す
る
。
　
こ
の
詩
は
『
円
機
活
法
』
麗
人
門
「
妓
女
」
に
載
る
七
言
律
詩
の
前
半
四
句
で９
、
大
勢
の
客
人
の
一
夜
妻
と
し
て
の
日
々
を
送
る
女
郎
を
詠
じ
て
い
る
点
、
奥
州
の
絵
に
添
え
る
詩
に
相
応
し
い
。
そ
し
て
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
新
屋
千
と
せ
が
事Ａ
」
に
お
い
て
も
同
詩
が
扱
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
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次
の
通
り
で
あ
る
。
　
か
つ
て
京
町
新
屋
で
全
盛
を
誇
っ
た
千
歳
と
い
う
女
郎
の
馴
染
客
は
、
あ
る
夜
鼻
紙
に
「
一
双
玉
手
千
人
枕
、
半
点
朱
唇
万
客
嘗
」
と
い
う
一
聯
を
書
い
た
。
幼
少
よ
り
手
習
い
を
好
み
、
歌
書
も
好
ん
だ
千
歳
は
詩
の
意
味
を
客
に
聞
い
て
、
好
き
で
も
な
い
客
に
身
を
任
せ
る
女
郎
の
境
遇
を
詠
じ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
立
場
と
重
ね
合
わ
せ
て
涙
を
流
し
た
。
そ
の
夜
、
馴
染
客
は
千
歳
の
心
を
晴
ら
そ
う
と
誰
彼
構
わ
ず
集
め
て
酒
宴
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
千
歳
の
心
ば
え
に
感
じ
た
有
徳
な
者
が
お
り
、
二
十
日
程
後
に
千
歳
を
身
請
け
し
た
。
　
こ
の
「
新
屋
千
と
せ
が
事
」
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
二
句
の
み
で
、『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
に
お
い
て
律
詩
の
前
半
四
句
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
馬
に
と
っ
て
「
新
屋
千
と
せ
が
事
」
が
『
円
機
活
法
』
に
載
る
同
詩
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
　
『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
は
、
後
半
に
お
い
て
奥
州
の
部
屋
で
の
幽
霊
騒
動
が
起
こ
る
。
奥
州
が
一
人
で
部
屋
に
居
る
際
、
悲
し
げ
に
奥
州
を
呼
ぶ
声
と
共
に
髪
を
振
り
乱
し
た
白
装
束
の
男
が
櫺
子
窓
の
外
か
ら
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
噂
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
奥
州
に
通
う
者
が
稀
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
正
体
は
、
横
嶋
強
右
衛
門
の
差
し
金
で
あ
る
放
れ
牛
の
黒
平
で
あ
っ
た
。
強
右
衛
門
は
奥
州
に
相
手
に
さ
れ
な
い
恨
み
を
、
悪
評
を
流
し
て
奥
州
の
客
を
減
ら
す
こ
と
で
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
陰
謀
は
長
五
郎
の
養
子
で
あ
る
勘
三
の
与
吉
が
黒
平
を
懲
ら
し
め
た
こ
と
で
白
日
の
下
に
暴
露
さ
れ
た
。
　
こ
の
、
幽
霊
に
化
け
た
人
間
が
女
郎
の
部
屋
に
現
れ
る
が
、
第
三
者
に
よ
っ
て
化
け
の
皮
を
剥
が
さ
れ
て
懲
ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う
筋
は
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
四
「
江
戸
町
桐
屋
き
て
う
を
八
蔵
と
い
ふ
男
欺
事
、
金
太
夫
力
量
の
事
」
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
話
の
梗
概
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
江
戸
町
桐
屋
の
喜き
蝶てう
は
、
馴
染
客
の
庄
右
衛
門
が
本
国
城
州
へ
の
帰
る
さ
に
病
死
し
た
こ
と
で
傷
心
す
る
。
あ
る
夜
、
客
が
帰
っ
て
部
屋
で
一
人
た
た
ず
む
喜
蝶
の
も
と
に
庄
右
衛
門
の
幽
霊
が
や
っ
て
来
て
、
部
屋
の
明
か
り
を
消
し
て
今
一
度
枕
を
交
わ
し
た
い
と
言
う
。
隣
室
の
金
太
夫
と
い
う
女
郎
は
怪
し
み
て
幽
霊
を
引
き
ず
り
出
し
て
明
か
り
の
下
で
見
る
と
、
軒
並
び
の
扇
屋
文
左
衛
門
の
召
使
い
八
蔵
で
あ
っ
た
。
八
蔵
は
金
太
夫
に
よ
っ
て
懲
ら
し
め
ら
れ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
の
奥
州
は
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
の
影
響
下
に
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
が
、
三
馬
は
こ
れ
ら
の
話
を
余
程
気
に
入
っ
た
の
か
「
新
屋
千
と
せ
が
事
」
及
び
「
江
戸
町
桐
屋
き
て
う
を
八
蔵
と
い
ふ
男
欺
事
、
金
太
夫
力
量
の
事
」
を
『
契
情
畸
人
伝
』
で
も
利
用
し
て
い
た
。
四
、『
契
情
畸
人
伝
』
に
お
け
る
『
烟
花
清
談
』
の
利
用
　
こ
こ
か
ら
は
『
契
情
畸
人
伝
』
に
お
け
る
『
烟
花
清
談
』
の
利
用
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
た
い
。
　
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
四
「
古
沢
村
宗
十
郎
、
狐
の
女
郎
買
と
い
ふ
事
を
趣
向
す
る
事
」
に
は
「
煙
花
清
談
に
」
か
ら
始
ま
り
『
烟
花
清
談
』
巻
之
一
ノ
四
「
山
桐
屋
音
羽
野
狐
欲p
魅
事
」
を
引
用
す
る
書
入
れ
が
あ
るＢ
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
北
女
閭
起
原
』
を
写
し
た
文
化
期
、『
契
情
畸
人
伝
』
を
執
筆
す
る
前
の
三
馬
は
、『
烟
花
清
談
』
の
存
在
を
知
っ
て
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い
た
こ
と
に
な
る
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
第
二
話
は
茗
荷
屋
の
大
岸
が
主
人
公
の
話
で
あ
る
。
従
来
は
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
巻
五
ノ
三
「
茗
荷
屋
奥
州
が
伝
」
に
拠
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
以
下
に
『
契
情
畸
人
伝
』
第
二
話
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
。
今
は
昔むかし、
同おな
じ
町
に
茗めう
荷が
屋
の
大おほ
岸ぎし
と
い
ふ
遊たは
れ
め女
あ
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
折
柄から
年とし
の
暮く
れ
に
至いた
り
、
来く
る
年とし
の
正
月
は
跡あと
着ぎ
の
衣
裳
も
一ひと
し
ほ
爽さは
や
か
に
し
て
下した
着ぎ
は
残のこ
ら
ず
白
無む
垢く
を
揃そろ
へ
、
上うは
着ぎ
の
打うち
掛かけ
は
白
繻しゆ
子す
に
金きん
糸し
を
も
つ
て
卒そ
塔と
婆
と
髑
し
や
れ
髏かう
べの
類たぐひ、
全すべ
て
野
晒ざら
し
の
形かたちを
縫ぬ
は
せ
て
着ちやくし
、
箱
提てう
灯ちん
に
は
大
文
字
に
て
「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
と
書か
か
せ
た
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
此
事
は
世
に
茗めう
荷が
屋や
の
奥
州
な
り
と
い
ふ
説
あ
り
。
大
岸
と
い
ふ
真まこと
な
る
か
、
未いま
だ
知し
ら
ず
。「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
の
提てう
灯ちん
は
遍あまねく
知し
る
所
な
れ
ど
も
、
野
晒ざら
し
の
衣
裳
を
着
た
り
し
事こと
は
人
の
知し
ら
ざ
る
事こと
故ゆゑ
、
こ
ゝ
に
記しる
す
。
　
「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
と
書
か
れ
た
箱
提
灯
を
使
用
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
の
奥
州
の
話
と
一
致
す
る
が
、
上
着
に
野
晒
し
の
卒
塔
婆
と
髑
髏
を
縫
わ
せ
た
話
は
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
に
は
無
い
。
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
馬
は
『
契
情
畸
人
伝
』
以
前
の
『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
』
で
奥
州
と
「
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
」
の
提
灯
の
話
を
書
い
て
い
た
。
野
晒
し
の
卒
塔
婆
と
髑
髏
を
刺
繍
し
た
上
着
を
着
た
大
岸
と
い
う
女
郎
の
話
は
、
自
身
が
知
る
奥
州
に
ま
つ
わ
る
話
と
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
『
契
情
畸
人
伝
』
で
紹
介
し
た
旨
を
三
馬
は
述
べ
て
い
る
。
三
馬
も
ま
た
、
第
二
節
で
紹
介
し
た
風
瓠
坊
と
同
様
の
疑
問
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
契
情
畸
人
伝
』
の
本
文
と
対
比
出
来
る
よ
う
、
以
下
に
『
烟
花
清
談
』
巻
四
ノ
三
「
茗
荷
や
大
岸
以p
智
防p
誹
事
」
の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。今
は
む
か
し
、
享
保
の
比
京
町
二
丁
目
茗めう
荷か
や
に
大おゝ
岸ぎし
と
い
へ
る
遊
女
あ
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
折おり
か
ら
年とし
の
暮くれ
な
り
け
る
が
、
来く
る
年とし
の
正
月
は
跡あと
着ぎ
も
一
し
ほ
さ
は
や
か
に
、
下した
着ぎ
は
不のこ
ら
ず残
白しろ
無む
垢く
を
着ちやくし
、
上うは
着ぎ
は
白しろ
襦しゆ
子す
に
金きん
糸し
を
以
て
卒そ
塔と
婆ば
と
し
や
れ
か
ふ
べ
野の
ざ
ら
し
の
形かた
ちを
縫ぬは
せ
て
着ちやくし
、
又また
挑てう
灯ちん
に
は
大おゝ
文も
字じ
に
て
、
て
れ
ん
い
つ
は
り
な
し
と
書かゝ
せ
け
り
。
　
読
み
比
べ
る
と
、
細
か
い
表
記
や
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
三
馬
は
『
烟
花
清
談
』
の
本
文
を
用
い
て
『
契
情
畸
人
伝
』
を
作
り
上
げ
て
い
た
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
第
二
話
は
、『
近
世
江
都
著
聞
集
』
で
は
な
く
『
烟
花
清
談
』
を
利
用
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
手
掛
か
り
に
『
契
情
畸
人
伝
』
の
全
編
を
検
討
す
る
と
、
他
の
話
に
つ
い
て
も
『
烟
花
清
談
』
の
利
用
が
指
摘
出
来
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
る
前
に
、
従
来
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
章
に
お
け
る
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。『
契
情
畸
人
伝
』
第
十
一
話
に
つ
い
て
、
ま
ず
一
部
を
引
用
す
る
。
今
は
昔
む
か
し
会
都
町
に
住
け
る
西
和
屋や
又
左
衛
門
が
家
に
九
重
と
い
ふ
遊
君
あ
り
け
り
。
元もと
は
京みやこの
町
に
て
白
人
と
い
ふ
者もの
な
り
し
が
、
何
が
し
と
か
い
へ
る
司
つ
か
さ
人
の
手て
掛かけ
と
な
り
て
東あづまへ
下くだ
り
け
る
が
、
彼か
の
司
つ
か
さ
人びと
犯をか
せ
る
罪つみ
あ
り
て
新にい
島じま
守もり
と
な
り
し
に
よ
り
、
遂つひ
に
は
奴やつこと
な
り
て
此
恋
が
窪くぼ
の
廓くるわに
来
り
憂う
き
川
竹
の
苦く
界がい
に
沈しづ
み
あ
り
け
る
が
、
あ
る
時とき
我わ
が
身み
を
観くわんじ
て
か
ぎ
り
な
く
と
ほ
き
あ
づ
ま
に
す
み
だ
川
た
へ
ぬ
な
が
れ
を
い
つ
ま
で
か
く
む
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斯か
く
詠
じ
た
り
け
れ
ば
、
此
歌うた
優すぐ
れ
て
秀
逸
な
り
と
て
、
そ
の
頃ころ
国くに
の
守かみ
よ
り
仰おほ
せ
を
蒙かうむり
、
勤つと
め
す
る
こ
と
を
免まぬがれ
て
奴やつこと
な
り
し
罪つみ
を
許ゆる
さ
れ
し
と
な
り
。
　
西
和
屋
の
九
重
と
い
う
女
郎
が
罪
を
得
て
奴
と
な
る
も
の
の
、
優
れ
た
歌
を
詠
じ
た
た
め
に
許
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
二
「
同
家
の
常
盤
詠
歌
の
事
、
其
外
遊
女
発
句
并
半
井
卜
養
狂
歌
の
事
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
此
写
本
の
中
に
は
見
え
ね
ど
、
印
本
洞
房
語
園
に
西
田
屋
内
九
重
が
よ
め
り
し
歌
に
か
き
り
な
く
は
る
〳
〵
と
ほ
き
あ
つ
ま
に
す
み
だ
川
た
え
ぬ
流
れ
を
い
つ
ま
で
か
く
む　
云
々
三
馬
云
頃
日
雑
話
筆
記
と
い
ふ
写
本
を
見
た
り
し
に
、
そ
の
中
に
此
事
委
し
く
記
し
あ
り
。
仍
て
こ
ゝ
に
う
つ
し
置
ぬ
巻
七
之
下　
新
吉
原
九
重
之
話
享
保
十
五
年
弥
生
の
始
の
頃
、
新
吉
原
江
戸
町
に
住
す
る
西
田
又
左
衛
門
が
抱
の
九
重
と
い
へ
る
遊
女
名
歌
を
詠
ぜ
し
と
て
上
聞
に
達
し
、
勤
の
身
を
御
免
あ
り
て
西
田
屋
に
御
預
な
り
し
…
…
（
中
略
）
…
…
九
重
は
京
都
の
白
人
な
り
し
が
、
或
代
官
の
妾
と
な
り
江
戸
に
来
り
、
代
官
罪
あ
り
と
遠
島
せ
し
よ
り
奴
女
と
な
り
て
新
吉
原
に
住
す
と
い
へ
り
云
々
。
右
出
雑
話
筆
記
、
不
知
作
者
写
本
也
。
　
三
馬
は
、「
印
本
洞
房
語
園
」
こ
と
板
本
『
洞
房
語
園
』（
元
文
三
〈
一
七
三
八
〉
年
序
）
か
ら
九
重
の
歌
を
引
用
し
、
更
に
「
雑
話
筆
記
」
な
る
写
本
か
ら
九
重
伝
を
補
足
し
た
。
な
お
、
板
本
『
洞
房
語
園
』
に
載
る
九
重
の
歌
は
「
か
ぎ
り
な
く
遠
き
あ
づ
ま
に
す
み
だ
河
た
え
ぬ
流
れ
を
い
つ
ま
で
か
く
む
」
で
あ
る
。
三
馬
は
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
に
九
重
の
歌
を
書
入
れ
た
際
、
自
身
の
記
憶
に
頼
っ
た
た
め
に
歌
に
異
同
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
契
情
畸
人
伝
』
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
板
本
『
洞
房
語
園
』
を
確
認
し
、
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
う
し
て
、『
契
情
畸
人
伝
』
第
十
一
話
は
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
に
お
け
る
三
馬
自
身
の
増
補
部
分
も
参
照
さ
れ
て
執
筆
さ
れ
た
。
　
こ
こ
ま
で
の
例
を
踏
ま
え
て
『
契
情
畸
人
伝
』
全
話
に
わ
た
る
典
拠
を
確
認
し
た
結
果
を
、【
表
一
】
に
示
す
。
な
お
、『
契
情
畸
人
伝
』
に
は
各
話
毎
の
題
は
存
在
し
な
い
た
め
、
便
宜
上
主
人
公
の
女
郎
と
、
そ
の
所
属
す
る
妓
楼
の
名
前
を
題
名
と
し
た
。
　
第
二
話
に
影
響
を
与
え
た
作
品
を
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
か
ら
『
烟
花
清
談
』
に
修
正
し
た
ほ
か
、
従
来
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
章
に
つ
い
て
も
『
烟
花
清
談
』
や
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
を
典
拠
に
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
出
来
た
。
改
め
て
三
馬
作
品
に
お
け
る
『
異
本
洞
房
語
園
』
か
ら
の
影
響
を
論
ず
る
際
に
は
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
の
記
事
を
基
に
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
三
馬
は
、『
契
情
畸
人
伝
』
執
筆
に
当
た
っ
て
『
烟
花
清
談
』
と
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
を
大
幅
に
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
章
に
つ
い
て
は
典
拠
に
し
た
話
を
組
み
合
わ
せ
、
編
集
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
第
四
話
「
三
浦
屋
花
鳥
、
通
路
」
は
、
正
月
の
跡
着
小
袖
の
趣
向
を
巡
る
二
人
の
女
郎
の
話
で
あ
る
。
典
拠
の
『
烟
花
清
談
』
巻
之
四
ノ
四
「
三
浦
や
花
鳥
菱
や
通
路
争w
全
盛q
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
話
が
展
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開
さ
れ
る
。
　
資
金
に
恵
ま
れ
た
通
路
は
、
様
々
な
名
物
切
れ
で
作
っ
た
煙
草
入
れ
や
煙
管
袋
を
縫
い
付
け
た
小
袖
を
仕
立
て
、
仲
の
町
を
歩
く
際
に
人
々
に
取
ら
せ
る
と
い
う
趣
向
を
取
っ
た
。
対
し
て
大
晦
日
も
明
け
る
頃
に
辛
う
じ
て
客
か
ら
二
百
両
を
受
け
取
っ
た
花
鳥
は
、
か
ね
て
用
意
し
て
い
た
火
燧
を
入
れ
た
紙
子
で
大
門
の
茶
屋
に
行
き
、
芸
者
と
太
鼓
持
ち
を
集
め
て
酒
宴
を
催
し
、
二
百
両
は
そ
こ
で
皆
に
配
っ
た
と
い
う
。
　
『
烟
花
清
談
』
で
は
、
こ
こ
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
三
馬
は
『
契
情
畸
人
伝
』
に
お
い
て
は
、
廓
内
の
人
々
が
通
路
の
趣
向
を
「
各おの
〳
〵々
煙たば
こ草
入
を
引
取と
り
し
後あと
、
寂さみ
し
く
て
悪わる
し
」
と
し
、
花
鳥
の
行
為
を
「
幽ゆう
玄げん
に
て
殊しゆ
勝しや
うな
り
」
と
称
賛
し
た
と
い
う
後
日
談
を
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
続
け
て
『
烟
花
清
談
』
巻
之
四
ノ
五
の
「
大
上
総
や
常
夏
迷
魂
之
事
」
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
総
屋
で
全
盛
を
争
っ
た
常
夏
と
其
巻
と
い
う
女
郎
の
話
で
、
病
死
し
た
常
夏
が
幽
霊
に
な
っ
て
其
巻
の
前
に
現
れ
る
が
、
其
巻
は
怯
ま
ず
に
常
夏
の
霊
を
退
け
た
、
と
い
う
筋
で
あ
る
。
三
馬
は
常
夏
を
通
路
、
其
巻
を
花
鳥
に
置
き
換
え
、
元
々
別
の
二
つ
の
話
で
あ
っ
た
も
の
を
、
一
つ
の
話
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
三
馬
は
、
跡
着
小
袖
の
資
金
が
集
ま
ら
な
い
危
機
を
乗
り
越
え
た
花
鳥
と
、
自
身
と
争
っ
て
い
た
女
郎
の
幽
霊
を
前
に
怯
む
こ
と
の
無
か
っ
た
其
巻
と
の
間
に
共
通
す
る
胆
力
を
見
出
し
、
一
つ
の
話
と
し
て
ま
と
め
、
女
郎
の
胆
力
に
焦
点
を
当
て
た
短
編
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
第
九
話
「
雁
字
屋
万
寿
」
に
お
い
て
も
、
三
馬
は
『
北
女
閭
起
原
』
に
載
る
複
数
の
話
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
で
万
寿
の
人
物
造
形
に
厚
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
万
字
屋
【
表
一
】『
契
情
畸
人
伝
』
典
拠
〔
前
編
〕
〔
前
編
〕
１
、
山
本
屋
秋
篠
１
、『
烟
花
清
談
』
巻
之
三
「
山
本
や
秋
篠
敵
打
の
始
末
之
事
」
２
、
茗
荷
屋
大
岸
２
、『
烟
花
清
談
』
巻
之
四
ノ
三
「
茗
荷
や
大
岸
以p
智
防p
誹
事
」
３
、
角
逢
身
屋
千
代
里
３
、『
烟
花
清
談
』
巻
之
一
ノ
六
「
角
近
江
や
千
代
里
幽
霊
に
似
せ
て
鴇
母
を
欺
き
し
事
」
４
、
三
浦
屋
花
鳥
、
通
路
４
、『
烟
花
清
談
』
巻
之
四
ノ
四
「
三
浦
や
花
鳥
菱
や
通
路
争w
全
盛q
事
」、
巻
之
四
ノ
五
（
４
）「
大
上
総
や
常
夏
迷
魂
之
事
」
５
、
正
字
屋
名
尾
江
５
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
四
「
新
町
丁
女
屋
直
江
が
力
量
を
見
す
る
事
」
６
、
大
勝
狭
屋
揚
巻
６
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
高
尾
」
中
の
揚
巻
伝
〔
後
編
〕
〔
後
編
〕
７
、
木
利
屋
喜
蝶
７
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
四
「
江
戸
町
桐
屋
き
て
う
を
八
蔵
と
い
ふ
男
欺
事
、
金
太
夫
力
量
の
事
」
８
、
並
木
屋
佐
香
保
８
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
二
「
並
木
屋
佐
香
穂
発
心
の
事
」
９
、
雁
字
屋
万
寿
９
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
万
字
屋
万
寿
と
い
ふ
遊
女
を
字
月
と
い
ふ
も
の
相
を
見
る
事
」
10
、
新
屋
千
歳
10
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
新
屋
千
と
せ
が
事
」、
巻
之
三
「
美
濃
国
加
納
の
尼
物
語
之
事
」
11
、
西
和
屋
九
重
11
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
二
「
同
家
の
常
盤
詠
歌
の
事
、
其
外
遊
女
発
句
并
半
井
卜
養
狂
歌
の
事
」
の
三
馬
増
補
部
分
12
、
三
浦
屋
揚
巻
12
、『
烟
花
清
談
』
巻
之
五
ノ
五
「
総
角
新
造
江
教
訓
之
事
」
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万
寿
と
い
ふ
遊
女
を
字
月
と
い
ふ
も
の
相
を
見
る
事
」
の
梗
概
を
掲
げ
る
。
　
角
町
万
字
屋
の
万
寿
は
一
人
の
客
の
み
に
馴
染
ん
で
他
の
客
へ
の
勤
め
を
疎
か
に
し
た
た
め
、
罰
と
し
て
主
人
に
よ
っ
て
女
郎
勤
め
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
奉
公
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
あ
る
日
、
長
谷
川
宗
月
と
い
う
観
相
家
が
万
字
屋
に
登
楼
し
、
女
郎
達
の
顔
を
観
た
。
そ
の
際
、
万
寿
の
顔
を
観
た
宗
月
は
そ
の
吉
相
を
称
賛
し
、
女
郎
な
ら
ば
三
年
を
過
ぎ
ず
し
て
千
人
の
上
に
立
つ
だ
ろ
う
と
評
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
半
年
が
過
ぎ
て
も
万
寿
は
女
郎
に
復
帰
出
来
ず
奉
公
人
の
扱
い
を
受
け
続
け
た
。
自
分
に
課
さ
れ
た
罰
が
一
時
的
な
戒
め
で
は
な
い
と
悟
っ
た
万
寿
は
主
人
に
詫
び
て
、
女
郎
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
宗
月
が
見
立
て
た
通
り
、
そ
の
年
か
ら
二
年
目
に
有
徳
な
人
物
に
身
請
け
さ
れ
た
。
　
宗
月
の
観
相
通
り
に
全
盛
を
誇
っ
て
身
請
け
さ
れ
た
万
寿
の
い
か
な
る
点
が
優
れ
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
か
の
説
明
が
欠
け
て
い
る
。
こ
の
点
を
補
足
す
る
の
に
、
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
新
屋
千
と
せ
が
事
」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
千
歳
は
手
習
い
や
歌
書
の
心
得
が
あ
り
、
客
に
詩
の
意
味
を
説
明
さ
れ
れ
ば
自
ら
の
境
遇
と
重
ね
合
わ
せ
て
涙
す
る
程
の
詩
心
が
あ
っ
た
。
三
馬
は
、
こ
の
千
歳
の
聡
明
さ
を
『
契
情
畸
人
伝
』
で
は
万
寿
の
も
の
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
新
屋
千
と
せ
が
事
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
身
請
け
ま
で
の
一
連
の
話
を
、
主
人
に
許
さ
れ
て
女
郎
に
復
帰
し
た
後
の
万
寿
の
身
に
起
こ
っ
た
出
来
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
千
人
の
上
に
立
つ
程
の
女
郎
に
な
る
と
宗
月
に
予
言
さ
れ
た
万
寿
が
、
そ
の
地
位
に
相
応
し
い
教
養
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
身
請
け
さ
れ
た
こ
と
も
納
得
の
行
く
名
妓
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
方
で
『
契
情
畸
人
伝
』
第
十
話
「
新
屋
千
歳
」
で
は
、
詩
に
ま
つ
わ
る
話
は
「
大おほ
様やう
同おな
じ
説せつ
な
る
故ゆゑ
こ
ゝ
に
は
省はぶ
く
」
と
さ
れ
、
極
め
て
簡
潔
に
名
前
だ
け
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
補
足
す
る
形
で
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
巻
之
三
「
美
濃
国
加
納
の
尼
物
語
之
事
」
か
ら
次
の
よ
う
な
類
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
　
美
濃
の
国
加
納
に
居
る
老
尼
が
か
つ
て
都
朱
雀
の
女
郎
で
あ
っ
た
時
に
、
能
書
家
の
客
が
扇
に
「
一
双
半
点
」
の
詩
の
一
聯
を
書
い
た
。
別
の
田
舎
客
か
ら
詩
の
意
味
を
聞
い
た
女
郎
は
涙
す
る
が
、
田
舎
客
が
扇
の
裏
に
書
い
た
「
手
枕
に
か
す
と
も
な
に
か
つ
ら
か
ら
め
く
や
む
甲
斐
な
き
か
り
の
此
身
を
」
と
い
う
歌
に
感
じ
入
る
。
田
舎
客
が
歌
に
託
し
て
女
郎
に
伝
え
た
の
は
、
女
郎
と
し
て
意
に
染
ま
ぬ
客
の
相
手
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
悔
や
ん
で
も
仕
方
の
無
い
こ
と
だ
し
、
仏
教
で
は
こ
の
世
で
の
生
も
か
り
そ
め
の
も
の
と
す
る
の
だ
か
ら
達
観
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
田
舎
客
は
実
は
村
長
で
あ
り
、彼
に
身
を
任
せ
て
女
郎
は
苦
界
を
抜
け
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
　
そ
し
て
三
馬
は
こ
の
後
に
、『
契
情
畸
人
伝
』
第
十
一
話
「
西
和
屋
九
重
」
を
配
し
て
い
る
。
九
重
の
詠
じ
た
「
か
ぎ
り
な
く
と
ほ
き
あ
づ
ま
に
す
み
だ
川
た
へ
ぬ
な
が
れ
を
い
つ
ま
で
か
く
む
」
と
い
う
歌
も
、
や
は
り
川
竹
の
流
れ
の
身
を
嘆
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、『
契
情
畸
人
伝
』
の
第
九
話
か
ら
第
十
一
話
に
か
け
て
三
馬
は
、
苦
界
に
身
を
沈
め
た
自
身
の
身
の
上
を
詩
歌
に
託
し
て
嘆
く
女
郎
の
姿
を
読
者
に
示
し
て
い
る
。
韻
文
を
解
す
る
教
養
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
名
妓
の
条
件
で
あ
る
と
、
三
馬
は
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
三
馬
は
『
北
女
閭
起
原
』
を
写
す
か
た
わ
ら
、
安
永
五
年
の
読
本
『
烟
花
清
談
』
を
読
ん
で
お
り
、
合
巻
『
契
情
畸
人
伝
』
執
筆
の
際
に
『
北
女
閭
起
原
』
と
共
に
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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五
、
お
わ
り
に
　
安
永
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
烟
花
清
談
』
は
、
後
代
に
お
い
て
も
『
北
女
閭
起
原
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
三
馬
も
ま
た
『
烟
花
清
談
』
を
読
ん
で
お
り
、『
契
情
畸
人
伝
』
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
『
契
情
畸
人
伝
』
見
返
し
に
は
「
式
亭
三
馬
編
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
「
式
亭
三
馬
編
」
或
い
は
「
三
馬
編
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
見
出
せ
る
三
馬
の
合
巻
と
し
て
、
例
え
ば
序
文
に
て
三
馬
自
ら
「
嚮さき
に
近ちか
松まつ
翁おき
なの
著あら
は
した
る
傾けい
城せい
反はん
魂ごん
香かう
の
雑じ
や
う
る
り
劇
謡
曲
を
翻
ひ
る
が
へし
」
と
述
べ
て
い
る
『
大
津
土
産 
吃
又
平
名
画
助
刄
』（
文
化
五
〈
一
八
〇
八
〉
年
刊
）
や
、
土
佐
節
「
三
世
二
河
白
道
」
に
拠
っ
た
『
却
説
浮
世
之
助
話
』（
文
化
七
〈
一
八
一
〇
〉
年
刊
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
元
と
な
る
作
品
の
存
在
す
る
場
合
に
は
「
編
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
演
劇
等
か
ら
題
材
を
取
っ
た
多
数
の
三
馬
合
巻
の
中
に
は
「
三
馬
作
」
と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、『
契
情
畸
人
伝
』
も
表
紙
や
後
編
末
尾
に
は
「
式
亭
三
馬
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
三
馬
の
中
で
「
作
」
と
「
編
」
と
の
表
記
の
間
に
厳
密
な
使
い
分
け
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
基
準
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し
な
い
。
　
し
か
し
序
文
の
「
普あまねく
古こ
書しよ
を
探さぐりて
名めい
妓ぎ
の
伝でん
を
録ろく
し
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
読
本
『
烟
花
清
談
』
や
写
本
随
筆
『
北
女
閭
起
原
』
中
の
記
事
を
拾
い
集
め
、
合
巻
化
す
る
こ
と
で
『
契
情
畸
人
伝
』
を
作
り
上
げ
た
作
業
に
対
し
て
、
三
馬
が
「
編
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
契
情
畸
人
伝
』
は
、
編
者
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
三
馬
に
よ
る
、
先
行
作
品
を
集
め
て
合
巻
に
仕
立
て
直
す
営
為
の
一
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
注（
１
）　
鈴
木
俊
幸
氏
「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
の
作
者
」（『
読
本
研
究
』
第
五
輯
上
、
平
成
三
年
九
月
、
渓
水
社
）。
（
２
）　
及
川
季
江
氏
「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
の
典
拠
」（『
千
葉
大
学
日
本
文
化
論
叢
』
第
十
一
号
、
平
成
二
十
二
年
四
月
、
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
）、「
変
遷
す
る
逸
話
│
小
紫
権
八
並
び
に
幡
随
院
長
兵
衛
│
」（『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
第
二
十
三
号
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
）。
（
３
）　
前
掲（
１
）書
。
（
４
）　
暉
峻
康
隆
氏
『
江
戸
文
学
辞
典
』（
昭
和
十
五
年
四
月
、
冨
山
房
）。
（
５
）　
序
文
の
署
名
左
横
に
は
旧
蔵
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
風
瓠
坊
と
い
ふ
は
誹
諧
師
奸
談
井
得
器
が
こ
と
な
り
。
文
化
の
末
に
没
。
寺
は
赤
坂
一
米
一
樹
菴
浄
土
寺
也
」
と
い
う
朱
書
が
墨
で
消
さ
れ
、
更
に
別
人
に
よ
る
「
上
野
山
下
車
坂
下
亀
屋
横
町　
可
来
菴
畔
風
瓠
」
と
い
う
朱
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
編
者
の
風
瓠
坊
に
つ
い
て
、『
近
世
奇
跡
考
』「
高
尾
所
置
水
入
図
」
に
て
魚
躍
か
ら
高
尾
の
水
入
を
贈
ら
れ
た
と
さ
れ
る
得
器
と
の
同
一
人
物
説
が
否
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
（
６
）　
『
一
目
千
軒
』、『
澪
標
』
に
つ
い
て
は
中
野
三
敏
氏
「
吉
原
以
外
の
細
見
（
一
）」（『
洒
落
本
大
成
』
第
十
一
巻
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
、
中
央
公
論
社
の
附
録
）
に
て
、
こ
う
し
た
廓
の
故
実
を
説
明
す
る
形
式
が
「
上
方
の
水
に
あ
う
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）　
前
掲（
２
）「『
青
楼
奇
事
烟
花
清
談
』
の
典
拠
」。
（
８
）　
以
下
、
合
巻
か
ら
の
引
用
は
、
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
補
い
、
漢
字
を
当
て
た
。
（
９
）　
『
円
機
活
法
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
後
に
「
做
盡
幾
般
嬌
體
態
、
粧
成
一
片
假
心
腸
。
迎
新
送
舊
知
多
少
、
故
作
相
思
涙
兩
行
」
と
続
く
。
（
10
）　
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
の
各
章
題
は
、
目
録
の
そ
れ
に
よ
る
。
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（
11
）　
三
馬
本
『
北
女
閭
起
原
』
で
は
他
の
部
分
よ
り
一
段
下
げ
で
書
か
れ
て
お
り
、
『
珍
書
刊
行
会
叢
書
』
の
解
題
で
、
三
馬
よ
り
「
前
人
の
補
説
」
と
さ
れ
る
記
述
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
（
附
記
）
　
本
稿
は
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
平
成
二
十
七
年
度
秋
期
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
し
て
い
る
。
　
成
稿
に
際
し
て
池
澤
一
郎
先
生
、
棚
橋
正
博
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
新　
刊　
紹　
介
高
梨
素
子
著
『
古
今
伝
受
の
周
辺
』
　
本
書
は
古
今
集
注
釈
書
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
著
者
が
、
古
今
伝
受
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
問
題
点
を
全
四
章
構
成
で
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
概
説
と
し
て
、「
伝
授
」
と
「
伝
受
」
の
用
語
の
使
い
分
け
か
ら
、
各
時
代
の
歌
人
の
古
今
伝
受
に
対
す
る
意
識
を
見
る
。
ま
た
、
細
川
幽
斎
の
講
釈
聞
書
『
伝
心
抄
』
と
中
院
通
茂
の
『
伝
心
抄
抜
書
』
を
比
較
し
、『
伝
心
抄
』
本
文
の
変
遷
を
追
う
。
第
二
章
で
は
伝
本
が
少
な
い
『
耕
雲
聞
書
』
に
つ
い
て
、
新
た
に
存
在
が
知
ら
れ
た
東
山
御
文
庫
蔵
本
と
龍
谷
大
学
蔵
本
の
調
査
結
果
を
記
す
。
第
三
章
、
第
四
章
で
は
後
水
尾
院
が
明
暦
と
寛
文
に
行
っ
た
相
伝
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
書
で
は
と
り
わ
け
後
水
尾
院
の
周
辺
に
関
し
て
、
講
釈
に
使
わ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
検
討
、
伝
受
さ
れ
た
歌
人
の
調
査
、
関
係
資
料
の
翻
刻
な
ど
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
証
は
、
後
水
尾
院
の
相
伝
の
み
な
ら
ず
、
古
今
伝
受
そ
の
も
の
の
性
格
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
古
今
伝
受
に
関
す
る
既
存
の
見
解
を
整
理
し
つ
つ
、
新
た
な
研
究
成
果
を
展
開
し
て
お
り
、
当
該
分
野
の
今
後
の
研
究
の
土
台
と
な
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
（
二
〇
一
六
年
五
月　
お
う
ふ
う　
Ａ
５
判　
四
〇
三
頁　
本
体
一
二
〇
〇
〇
円
） 
〔
戸
澤
紫
穂
〕
渡
瀬
淳
子
著
『
室
町
の
知
的
基
盤
と
言
説
形
成
 
│
仮
名
本『
曾
我
物
語
』と
そ
の
周
辺
』
　
本
書
は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
を
手
が
か
り
と
し
て
、
室
町
時
代
の
新
た
な
知
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
書
で
あ
る
。
　
著
者
が
語
る
よ
う
に
、
本
書
の
内
容
は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
を
中
心
と
し
つ
つ
も
多
岐
に
渡
る
。「
曾
我
物
語
を
め
ぐ
る
文
化
圏
」
と
題
し
た
第
一
部
で
は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
「
物
語
の
外
部
に
あ
る
文
脈
に
依
存
し
た
」
独
特
の
物
語
作
り
に
つ
い
て
分
析
、
第
二
部
の
「
太
刀
伝
承
を
め
ぐ
る
文
化
圏
」
で
は
、「
剣
巻
」
を
中
心
に
、
新
た
な
知
的
基
盤
と
も
呼
べ
る
太
刀
伝
承
の
様
相
を
解
明
す
る
。
第
三
部
「
和
漢
の
知
」
で
は
宋
・
元
代
以
降
の
漢
文
の
知
の
変
容
に
つ
い
て
、
第
四
部
「
言
語
表
象
と
知
的
基
盤
」
で
は
、「
室
町
」
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
こ
と
ば
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。
　
伝
統
的
な
古
典
教
養
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
室
町
時
代
の
「
非
古
典
的
知
」
の
世
界
は
、
混
沌
と
も
言
え
る
様
相
を
見
せ
る
。
そ
の
解
明
に
意
欲
的
に
挑
戦
し
た
本
書
は
、「
暗
黒
時
代
」
と
も
称
さ
れ
た
中
世
と
い
う
時
代
に
光
を
当
て
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
二
〇
一
六
年
六
月　
勉
誠
出
版　
Ａ
５
判　
三
九
二
頁　
本
体
一
〇
〇
〇
〇
円
）
 
〔
高
橋
和
香
子
〕
